
日・スイス国交樹立１６０周年の概要 

令和７年２月 

在スイス日本大使館 

 

１ ロゴマークの制定  

 ２０２３年８月～９月にロゴマークを公募。両国

外務省の代表が審査員を務め、２２４点にのぼる応

募の中から、フリブール州在住アントニ・シェルブ

ァンさんの作品を選出しました。ロゴを使用するための事業認定申請手続も制定し、

小史を紹介するパンフレットとともにホームページ内の特設ページに掲載しました。 

 

２ 要人の往来  

 ６月１５日、岸田総理（当時）がスイスを訪問

し、ビュルゲンシュトックで開催されたウクライ

ナの平和に関するサミットに出席しました。８月

４日～８日にはアムヘルト大統領（当時）が訪日

し、岸田総理との首脳会談、上川外務大臣（当

時）との会談、木原防衛大臣（当時）との会談を

行ったほか、天皇陛下によるご会見も行われました（出

典：首相官邸ホームページ）。さらに、１０月１６日～２

０日、柘植外務副大臣（当時）がスイスを訪問し、ロー

ザンヌで開催されたウクライナ地雷対策会議に出席した

ほか、カシス外務大臣との会談等を行いました。 

 

３ 叙勲、外務大臣表彰、在外公館長表彰の授与  

マーティン・ヘルブ・スイス日本商工会議所（ＳＪＣ

Ｃ）会長に旭日中綬章が伝達されました（９月）。安東一

郎・安東康代グリンデルワルト日本語観光案内所所長・

副所長（５月）、ベルン歴史博物館（９月）、スイス・日

本青少年交流協会（９月）、日瑞文化協会やまと（１１

月）、アリアナ美術館（１１月）、バウアー東洋美術館

（１１月）、マルタン・ボドメール財団（１１月）、スイス航空救助隊（ＲＥＧＡ（１

２月）に外務大臣表彰が授与されました。また、チューリッヒ空港教会（５月）、ジ

ュネーブ州カルージュ市（９月）に在外公館長表彰が授与されました。 

 

４ レセプション、式典  

●オープニング・レセプション 

国交樹立の日である２月６日に大使館がレセプション

を主催。ヌスバウマー・スイス国民議会議長（当時）ほ

か約150名の出席者の皆様に、北海道産ホタテや福島県

のお酒等の安全性とおいしさを知っていただきました。 

  



●ベルン日本祭り前夜祭 

ベルン日本祭り直前の９月

５日、大使館がベルン歴史博

物館で前夜祭を主催し、ブル

ゲナー移民庁長官ほかに御出

席頂きました。引き続いたレ

セプションでは、大阪・関西

万博のプロモーションデスクを設け、約150名の出席者の皆様に、関西地方の料理や

地酒を楽しみながら、万博について知って頂く機会にもなりました。 

    

５ 講演会  

 YOSHINO WOODによる「日本産木材に関する講演会」（２月）、トムセン・チューリ

ッヒ大学教授による「日スイス文化交流に関する講演会」（３月）、本庄萌・長崎大学

准教授による「動物法に関する講演会」（３月）、藤山大使による「日本とスイス 普

遍的価値を共有するパートナーに関する講演会」、橋長真紀子札幌学院大学教授によ

る「日スイスのエシカル消費に関する講演会」（４月）、粟辻悠関西大学教授による

「日本・ヨーロッパ比較法学に関する講演会」(６月)、中西寛京都大学大学院教授に

よる「日本の安全保障政策に関する講演会」（９月）、藤山大使による「日・スイス国

交樹立１６０周年に関する講演会」（９月、１１月）、藤山大使による「日本を取り巻

く安全保障環境に関する講演会（１０月）、芝池諭人・国立天文台ＡＬＭＡプロジェ

クト研究フェローによる「日スイス惑星共同研究に関する講演会」（１２月）、が開催

されました。 

 

６ 日本祭り  

 ９月７日～８日にベルン日本祭りが開催され、２日間で５千人が参加しました。ま

た、９月２１日～２２日にティチーノでの日本祭りであるJapan Matsuriが開催され

１万７千人が参加しました。９月２９日にはジュネーブでジュネーブ日本倶楽部（Ｊ

ＣＧ）主催のＪ

ＣＧ日本祭りが

開催されまし

た。 

 

 

７ 文化イベント  

●大使館主催 

「日本映画上映会」（２月）、「ショ

ート・ショート・フィルムフェスティ

バル」（２月）、「墨絵デモンストレー

ション」（５月）、大野敬正氏の三味線

公演（９月）、「切り絵展」（９月）等

を開催しました。 

 

●他団体主催 

バーゼル美術館の「浮世絵展」等、４８件の認定事業

がスイス全域で開催されました。   


